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す
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画
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四 
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令
和
八
年
木
造
建
築
士
試
験
の
設
計
製
図
の
試
験
に
係
る
試
験
場
所
の
変
更 
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特
定
調
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公
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落
札
者
等
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公
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四 

人

事

委

員

会

規

則 

 

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

 
小 
倉 

 

純 

夫 
 

 

千
葉
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
六
号 

 
 

 

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
□
昭
和
三
十
三
年
千
葉
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号
□
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
□ 

 

第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
り
□
同
項
第
一
号
中
□
六
箇
月
の
定
期
券
の
価
額
□
通
用
期
間
六
箇
月

の
定
期
券
が
発
売
さ
れ
て
い
な
い
普
通
交
通
機
関
等
に
あ
つ
て
は
通
用
期
間
三
箇
月
の
定
期
券
の
価
額
に

二
を
乗
じ
て
得
た
額
□
通
用
期
間
六
箇
月
の
定
期
券
及
び
通
用
期
間
三
箇
月
の
定
期
券
が
発
売
さ
れ
て
い

な
い
普
通
交
通
機
関
等
に
あ
つ
て
は
通
用
期
間
一
箇
月
の
定
期
券
の
価
額
に
六
を
乗
じ
て
得
た
額
□
□
を

□
を
支
給
単
位
期
間
□
条
例
第
十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
を
い
う
□
以
下
同
じ
□
□
と

同
じ
く
す
る
定
期
券
の
価
額
□
に
改
め
る
□ 

 

第
八
条
の
二
の
見
出
し
中
□
の
支
給
額
□
を
□
に
係
る
通
勤
手
当
の
額
□
に
改
め
る
□ 

 

第
八
条
の
三
第
一
項
第
四
号
中
□
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
□
の
下
に
□
□
以
下
□
育
児
休
業
法
□
と

い
う
□
□
を
加
え
□
□
同
法
□
を
□
育
児
休
業
法
□
に
改
め
□
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
□ 

 

五 

育
児
休
業
法
第
十
八
条
第
一
項
又
は
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
□
平
成
十
四
年
千
葉

県
条
例
第
五
十
号
□
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員 

 

第
十
五
条
第
三
項
中
□
六
箇
月
の
定
期
券
の
価
額
□
通
用
期
間
六
箇
月
の
定
期
券
が
発
売
さ
れ
て
い
な

い
普
通
交
通
機
関
等
に
あ
つ
て
は
通
用
期
間
三
箇
月
の
定
期
券
の
価
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
額
□
通
用
期

間
六
箇
月
の
定
期
券
及
び
通
用
期
間
三
箇
月
の
定
期
券
が
発
売
さ
れ
て
い
な
い
普
通
交
通
機
関
等
に
あ
つ

て
は
通
用
期
間
一
箇
月
の
定
期
券
の
価
額
に
六
を
乗
じ
て
得
た
額
□
□
を
□
を
支
給
単
位
期
間
□
条
例
第

十
一
条
第
七
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
を
い
う
□
以
下
同
じ
□
□
と
同
じ
く
す
る
定
期
券
の
価
額
□

に
改
め
る
□ 

 

第
十
七
条
第
二
号
中
□
住
居
□
を
□
勤
務
地
□
に
改
め
る
□ 

 

第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
中
□
□
当
該
転
居
後
□
を
□
□
当
該
転
居
□
に
改
め
る
□ 

 

第
十
八
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
□ 

 

□
支
給
日
等
□ 

第
十
八
条
の
五 

通
勤
手
当
は
□
支
給
単
位
期
間
に
係
る
最
初
の
月
の
給
料
の
支
給
日
□
そ
の
日
の
属
す

る
月
が
給
料
の
月
額
の
半
額
ず
つ
を
月
二
回
に
支
給
す
る
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
□
先
の
給
料
の

支
給
日
□
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
□ 

２ 

通
勤
手
当
を
支
給
す
る
日
□
以
下
□
支
給
日
□
と
い
う
□
□
ま
で
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に

係
る
事
実
が
確
認
で
き
な
い
等
の
た
め
□
通
勤
手
当
を
当
該
通
勤
手
当
の
支
給
日
に
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
□
当
該
支
給
日
後
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
□ 

３ 

支
給
単
位
期
間
に
係
る
通
勤
手
当
の
支
給
日
前
に
お
い
て
離
職
□
職
員
が
離
職
の
日
又
は
そ
の
翌
日

□
当
該
翌
日
が
千
葉
県
の
休
日
に
関
す
る
条
例
□
平
成
元
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
□
第
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
県
の
休
日
に
当
た
る
と
き
は
□
当
該
翌
日
後
に
お
い
て
当
該
翌
日
に
最
も
近
い
県
の
休
日
で

な
い
日
を
含
む
□
□
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
場
合
の
離
職
を
除
く
□
以
下
同

じ
□
□
を
し
□
又
は
死
亡
し
た
職
員
に
は
□
当
該
通
勤
手
当
を
そ
の
際
支
給
す
る
も
の
と
す
る
□ 

４ 

条
例
第
十
一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
職
員
の
通
勤
手
当
に
つ
い
て
は
□
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
支
給
す
る
も
の
と
す
る
□ 

５ 

職
員
が
そ
の
所
属
す
る
給
料
の
支
給
義
務
者
を
異
に
し
て
異
動
し
た
場
合
で
あ
つ
て
□
そ
の
異
動
し

た
日
が
支
給
単
位
期
間
に
係
る
最
初
の
月
で
あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
支
給
単
位
期
間
に
係
る
通
勤
手

当
は
□
異
動
し
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日
に
職
員
が
所
属
す
る
給
料
の
支
給
義
務
者
に
お
い
て
支
給
す

る
も
の
と
す
る
□ 

６ 
職
員
が
住
居
□
通
勤
経
路
又
は
通
勤
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
そ
の
所
属
す
る
給
料
の
支
給
義
務

者
を
異
に
し
て
異
動
し
た
場
合
で
あ
つ
て
□
従
前
所
属
し
て
い
た
給
料
の
支
給
義
務
者
が
既
に
そ
の
者

の
支
給
単
位
期
間
に
係
る
通
勤
手
当
を
支
給
し
て
い
る
と
き
は
□
当
該
支
給
単
位
期
間
に
つ
い
て
既
に

支
給
さ
れ
て
い
る
通
勤
手
当
の
額
に
相
当
す
る
額
は
□
そ
の
者
が
新
た
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
つ
た
給

料
の
支
給
義
務
者
に
お
い
て
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
□ 

 

第
十
九
条
の
見
出
し
中
□
終
期
□
を
□
終
期
等
□
に
改
め
□
同
条
第
一
項
中
□
の
翌
月
□
そ
の
日
が
月

の
初
日
で
あ
る
と
き
は
□
そ
の
日
の
属
す
る
月
□
か
ら
開
始
し
□
を
□
か
ら
開
始
し
□
に
改
め
□
□
□
職

員
が
離
職
の
日
又
は
そ
の
翌
日
□
当
該
翌
日
が
千
葉
県
の
休
日
に
関
す
る
条
例
□
平
成
元
年
千
葉
県
条
例

毎
週
火
・
金
曜
日
定
例
発
行 

令

和

8

年

9

月

25

日 

定 
 

例 

 



 
 

 

二 

千 葉 県 報 第１４１８１号 令和 8 年 9 月 25 日 (金曜日) 

第
一
号
□
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
に
当
た
る
と
き
は
□
当
該
翌
日
後
に
お
い
て
当
該
翌
日

に
最
も
近
い
県
の
休
日
で
な
い
日
を
含
む
□
□
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
場
合
の

離
職
を
除
く
□
以
下
同
じ
□
□
□
を
削
り
□
同
項
た
だ
し
書
中
□
の
翌
月
□
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る

と
き
は
□
そ
の
日
の
属
す
る
月
□
□
を
削
り
□
同
条
第
三
項
中
□
の
翌
月
□
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る

と
き
は
□
そ
の
日
の
属
す
る
□
を
□
□
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
□
人
事
委
員
会
が

定
め
る
□
に
改
め
□
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

４ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
□
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
に
通
勤
手
当
の
額
を
変
更
す
べ
き
事
実

の
生
じ
た
日
が
二
以
上
あ
る
と
き
の
支
給
額
は
□
人
事
委
員
会
が
定
め
る
□ 

 

第
十
九
条
の
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
□
同
条
に
見
出
し
と
し
て
□
□
支
給
単
位
期
間
□
□
を
付
し
□

同
条
第
一
項
第
一
号
中
□
五
月
一
日
及
び
十
一
月
一
日
以
降
そ
れ
ぞ
れ
六
箇
月
の
期
間
□
た
だ
し
□
こ
れ

に
よ
り
難
い
場
合
に
あ
つ
て
は
□
任
命
権
者
が
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
定
め
る
こ
れ
ら
の
日
以
外
の

日
以
降
六
箇
月
の
□
を
□
定
期
券
の
通
用
期
間
の
う
ち
六
箇
月
の
期
間
を
超
え
な
い
範
囲
で
最
も
長
い
も

の
に
相
当
す
る
□
に
改
め
□
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
□ 

２ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
普
通
交
通
機
関
等
に
つ
い
て
□
離
職
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
定
め
る
事
由
が

同
号
に
定
め
る
期
間
に
係
る
最
後
の
月
の
前
月
以
前
に
生
ず
る
こ
と
が
当
該
期
間
に
係
る
最
初
の
月
の

初
日
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
□
当
該
事
由
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
日
の
属
す
る
月
□
そ
の

日
が
月
の
初
日
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
□
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
□
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
□

同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
□
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
□
任
命
権
者
は
□
支
給
単
位
期
間
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
□ 

 

第
十
九
条
の
二
に
次
の
二
項
を
加
え
る
□ 

３ 

支
給
単
位
期
間
は
□
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
月
又
は
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ
る
月
か
ら
開
始
す
る
□ 

４ 

月
の
中
途
に
お
い
て
休
職
□
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
職
を
い
う
□
□
そ
の
他
の
人
事

委
員
会
が
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
又
は
出
張
□
休
暇
□
欠
勤
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
月
の
初
日
か

ら
末
日
ま
で
の
期
間
の
全
日
数
に
わ
た
つ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
□
支
給
単
位
期
間

は
□
そ
の
後
復
職
し
□
若
し
く
は
職
務
に
復
帰
し
た
日
の
属
す
る
月
又
は
そ
の
後
再
び
通
勤
す
る
こ
と

と
な
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
開
始
す
る
□ 

 

第
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
□ 

 

□
支
給
単
位
期
間
及
び
支
給
額
の
特
例
□ 

第
十
九
条
の
三 

通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
□
通
勤
経
路
□
通
勤
方
法
又
は
駐
車
場
等
を

変
更
し
た
場
合
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
の
支

給
単
位
期
間
及
び
支
給
額
に
つ
い
て
は
□
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
□ 

２ 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
の
額
を
改
定
す
る
場
合
の
当
該
通
勤
手
当
の
額
に
つ
い

て
は
□
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
□
既
に
そ
の
者
に
支
給
さ
れ
た
額
と
調
整
し
て
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 

第
二
十
条
に
見
出
し
と
し
て
□
□
支
給
で
き
な
い
場
合
□
□
を
付
し
□
同
条
第
一
項
中
□
月
の
一
日
□

を
□
支
給
単
位
期
間
に
係
る
最
初
の
月
の
初
日
□
に
□
□
そ
の
月
に
係
る
通
勤
手
当
は
□
を
□
当
該
支
給

単
位
期
間
に
係
る
通
勤
手
当
は
□
□
に
改
め
□
同
項
た
だ
し
書
及
び
同
条
第
二
項
を
削
る
□ 

 

第
二
十
条
の
二
の
前
の
見
出
し
□
同
条
及
び
第
二
十
条
の
三
を
削
る
□ 

 
 

 

附 

則 

 

□
施
行
期
日
□ 

１ 

こ
の
規
則
は
□
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 

□
経
過
措
置
□ 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
か
ら
引
き
続
き
職
員
が
受
け
て
い
る
通
勤
手
当
□
同
日
以
後
に
□
支
給
額

を
変
更
す
べ
き
事
実
が
生
じ
た
職
員
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
事
由
が
生
じ
た
職
員
の
通

勤
手
当
を
除
く
□
□
及
び
令
和
八
年
九
月
二
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
職
員
に
新
た
に
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
□
昭
和
二
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
五
十
号
□
第
十
一
条
第
一
項
の
職
員
と
し
て
の

要
件
が
具
備
さ
れ
る
に
至
□
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
手
当
の
支
給
単
位
期
間
□
支
給
額
そ
の
他
支
給
方

法
に
つ
い
て
は
□
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
□ 

告

示 

千
葉
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号 

 

職
場
環
境
づ
く
り
・
人
材
確
保
取
組
状
況
調
査
を
実
施
す
る
の
で
□
千
葉
県
統
計
調
査
条
例
□
昭
和
二

十
五
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
□
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

一 

調
査
の
名
称 

 
 

職
場
環
境
づ
く
り
・
人
材
確
保
取
組
状
況
調
査 

二 

調
査
の
目
的 

 
 

職
場
環
境
づ
く
り
・
人
材
確
保
取
組
状
況
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
□
県
内
事
業
所
に
お
け
る

働
き
方
改
革
や
女
性
活
躍
の
推
進
□
両
立
支
援
制
度
の
整
備
□
テ
レ
ワ
□
ク
導
入
等
の
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
状
況
及
び
人
材
確
保
に
関
す
る
動
向
等
に
つ
い
て
把
握
す
る
と
と
も

に
□
今
後
の
雇
用
及
び
労
働
に
係
る
施
策
展
開
の
参
考
と
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
□ 

三 

調
査
事
項 

 

１ 
企
業
の
属
性 

 

２ 
長
時
間
労
働
の
削
減
に
つ
い
て 

 

３ 

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に
つ
い
て 

 

４ 

仕
事
と
育
児
又
は
介
護
の
両
立
支
援
に
つ
い
て 

 

５ 

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
つ
い
て 

 

６ 

女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て 

 

７ 

シ
ニ
ア
の
活
躍
促
進
に
つ
い
て 
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８ 

テ
レ
ワ
□
ク
に
つ
い
て 

 
９ 

職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
つ
い
て 

 
 

 
不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消
□
同
一
労
働
同
一
賃
金
□
に
つ
い
て 

 
 

 
採
用
・
人
材
確
保
に
つ
い
て 

 
 

 

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て 

四 

調
査
の
範
囲 

 
 

知
事
が
選
定
す
る
千
葉
県
内
の
事
業
所 

五 

調
査
の
期
日 

 
 

令
和
八
年
十
月
一
日
現
在
で
行
う
□ 

六 

調
査
の
方
法 

 
 

知
事
が
□
四
の
事
業
所
の
事
業
主
に
調
査
票
を
配
布
し
□
報
告
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
行
う
□ 

七 

結
果
の
公
表 

 
 

知
事
は
□
調
査
結
果
を
千
葉
県
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
に
よ
り
速
や
か
に
公
表
す
る
も
の
と
す
る
□ 

 

千
葉
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号 

 

国
土
調
査
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
八
年
九

月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

調
査
を
行
□

た
者
の
名
称 

調

査

を

行

□

た

期

間 

成

果

の

名

称 

調
査
を
行
□
た
地
域 

君
津
市 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

君
津
市
□
下
湯
江
□

中
富
及
び
人
見
の
各

一
部
□
の
地
籍
図
及

び
地
籍
簿 

君
津
市
下
湯
江
□
中

富
及
び
人
見
の
各
一

部
の
区
域 

  

千
葉
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号 

 

国
土
調
査
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
八
年
九

月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

調
査
を
行
□

た
者
の
名
称 

調

査

を

行

□

た

期

間 

成

果

の

名

称 

調
査
を
行
□
た
地
域 

富
津
市 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

富
津
市
□
西
大
和
田

の
一
部
□
の
地
籍
図

及
び
地
籍
簿 

富
津
市
西
大
和
田
の

一
部
の
区
域 

 

  

千
葉
県
告
示
第
四
百
七
十
五
号 

 

国
土
調
査
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
八
年
九

月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

調
査
を
行
□

た
者
の
名
称 

調

査

を

行

□

た

期

間 

成

果

の

名

称 

調
査
を
行
□
た
地
域 

印
旛
郡
栄
町 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で 

印

旛

郡

栄

町

□

布

太
□
南
及
び
曽
根
の

各
一
部
□
の
地
籍
図

及
び
地
籍
簿 

印
旛
郡
栄
町
布
太
□

南
及
び
曽
根
の
各
一

部
の
区
域 

  

千
葉
県
告
示
第
四
百
七
十
六
号 

 

国
土
調
査
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
八
年
九

月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

調
査
を
行
□

た
者
の
名
称 

調

査

を

行

□

た

期

間 

成

果

の

名

称 

調
査
を
行
□
た
地
域 

長
生
郡
長
柄

町 

令
和
二
年
五
月
二
十
六
日
か
ら

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

長
生
郡
長
柄
町
□
田

代
及
び
刑
部
の
全
部

並
び
に
大
津
倉
の
一

部
□
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿 

長
生
郡
長
柄
町
田
代

及
び
刑
部
の
全
部
並

び
に
大
津
倉
の
一
部

の
区
域 

  

千
葉
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号 

 
国
土
調
査
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
八
年
九

月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

調
査
を
行
□

た
者
の
名
称 
調

査

を

行

□

た

期

間 

成

果

の

名

称 

調
査
を
行
□
た
地
域 

長
生
郡
長
南

町 

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

長
生
郡
長
南
町
□
笠

森
及
び
深
沢
の
全
部 

長
生
郡
長
南
町
笠
森

及
び
深
沢
の
全
部
並 

 
 

 
 

 
10 

 

11 

 

12 
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並

び

に

蔵

持

の

一

部
□
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿 

び
に
蔵
持
の
一
部
の

区
域 

 

公

告 

 
 

 

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任 

 

土
地
改
良
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
□
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
□
夷
隅
郡

大
多
喜
町
下
大
多
喜
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

退
任
理
事 

 
 

夷
隅
郡
大
多
喜
町
下
大
多
喜
一
□
九
〇
七
番
地
一 

 
 

 
 

 
 

 

市 

原 
 

密 

男 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
八
二
四
番
地
一 

 
 

 
 

 
 

 

諸 

杉 
 

好 

信 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
一
三
七
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡 

本 
 

秀 

彦 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
二
四
六
番
地
二 

 
 

 
 

 
 

 

浅 

野 
 

忠 

昭 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
一
五
六
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

清 

水 
 

正 

人 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
〇
一
一
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

髙 

松 
 

 
 

浩 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
八
三
二
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

山 

岸 
 

正 

範 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
九
四
六
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

野 

口 
 

咲 

子 

二 

退
任
監
事 

 
 

夷
隅
郡
大
多
喜
町
下
大
多
喜
一
□
一
二
〇
番
地
一 

 
 

 
 

 
 

 

三 
浦 

 

昭 

詞 

 
 

茂
原
市
長
尾
二
□
三
二
三
番
地
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市 
原 

 
 

 

勲 

 
 

夷
隅
郡
大
多
喜
町
下
大
多
喜
一
□
九
〇
五
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

市 

原 
 

貴 

行 

三 

就
任
理
事 

 
 

夷
隅
郡
大
多
喜
町
下
大
多
喜
一
□
九
九
七
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

大 

竹 
 

 
 

毅 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
八
七
二
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

市 

原 
 

万 

益 

 
 

東
京
都
稲
城
市
東
長
沼
一
□
七
二
九
番
地
の
一
サ
ン
グ
リ
□
ン
二―

三
〇
三 

難 

波 
 

幸 

男 

 
 

夷
隅
郡
大
多
喜
町
下
大
多
喜
二
□
〇
四
三
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

大 

竹 
 

明 

夫 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
一
二
八
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

野 

村 
 

武 

彦 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
〇
一
二
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

高 

松 
 

棟
一
郎 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
一
四
三
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

浅 

野 
 

秀 

雄 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

七
六
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

難 

波 
 

正 

義 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
一
一
六
番
地
三 

 
 

 
 

 
 

 

難 

波 
 

弘 

雅 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
八
三
四
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

杉 

村 
 

和 

彦 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
九
〇
七
番
地
一 

 
 

 
 

 
 

 

市 

原 
 

密 

男 

四 

就
任
監
事 

 
 

夷
隅
郡
大
多
喜
町
下
大
多
喜
一
□
一
七
七
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

野 

村 
 

俊 

文 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

〃 
 

 

一
□
八
四
九
番
地
一 

 
 

 
 

 
 

 

井 

守 
 

貴 

士 

 
 

〃 
 

〃 
 

 

八
声
六
五
一
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野 

口 
 

 
 

彰 

  
 

 

都
市
計
画
下
水
道
の
関
係
図
書
の
縦
覧 

 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
佐
倉
市
の
変
更
に
係
る
佐
倉
都
市
計
画
下
水
道
佐
倉
市
第
一
号
公
共
下
水
道

の
関
係
図
書
の
送
付
が
あ
□
た
の
で
□
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
都
市
整
備
局
下
水

道
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

  
 

 

令
和
八
年
木
造
建
築
士
試
験
の
設
計
製
図
の
試
験
に
係
る
試
験
場
所
の
変
更 

 

令
和
八
年
三
月
三
日
付
け
千
葉
県
公
告
□
令
和
八
年
二
級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
の
実

施
□
で
公
告
し
た
木
造
建
築
士
試
験
の
設
計
製
図
の
試
験
に
係
る
試
験
場
所
に
つ
い
て
□
次
の
と
お
り
変

更
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

一 

変
更
前
の
試
験
場
所 

 
 

習
志
野
市
泉
町
一
丁
目
二
番
一
号 

日
本
大
学
生
産
工
学
部
津
田
沼
キ
□
ン
パ
ス 

二 

変
更
後
の
試
験
場
所 

 
 

千
葉
市
稲
毛
区
轟
町
三
丁
目
五
九
番
五
号 

千
葉
経
済
大
学 

特

定

調

達

公

告 

 

こ
の
特
定
調
達
公
告
に
掲
載
さ
れ
る
入
札
公
告
等
は
□
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で 

 

あ
る
□ 

 
 

 
 

         
 

 
落

札
者

等
の

公
告

 

 
別

冊
の

と
お

り
落

札
者

等
に

つ
い

て
公

告
す

る
。

 

 
 

令
和

８
年

９
月

２
５

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
千

葉
県

知
事

 
 

熊
 

谷
 

 
俊

 
人

 
 

 

 

 
 

 

購
読
料 

本
号
□
別
冊
を
含
む
□
□ 

 

一
部 

 
 

 
 

 

一
九
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

発 

行 

者 
 

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
一
番
一
号 

 
 

 

千 
 

 
 

 

葉 
 

 
 

 

県 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

購
読
申
込
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
四
三
□
二
二
三
□
二
六
五
八 

  


